
要
旨
本
論
文
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
全
五
巻
の
絵
画
表
現
に
つ
い
て
、
住
宅
の
表
現
を
手
が
か
り
に
、
九
州

大
学
図
書
館
蔵
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
全
五
巻
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
特
質
を
抽
出
す
る
。
資
料
館
本
は
、
う
つ
ほ
物
語
の
冒
頭
の

俊
蔭
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
、
全
二
十
八
図
か
ら
な
る
。
源
氏
物
語
絵
等
と
比
較
し
、
近
世
に
お
い
て
う
つ
ほ
物
語
を
絵
巻
化
し
た
作
例
は
少

な
く
貴
重
で
あ
る
。
資
料
館
本
及
び
九
州
大
学
本
の
相
違
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
第
一
に
、
画
面
構
成
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
本
は
統

一
さ
れ
た
画
面
に
固
定
的
な
視
点
を
採
る
が
、
資
料
館
本
は
横
長
の
画
面
に
時
間
と
空
間
の
流
れ
を
示
し
た
連
続
的
な
表
現
で
あ
る
。
第
二

に
、
場
面
選
択
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
本
は
絵
巻
と
し
て
の
華
や
か
さ
を
重
要
視
し
た
の
に
対
し
て
、
資
料
館
本
は
、
臨
終
の
場
面
や
困
窮
し

た
暮
ら
し
の
様
子
、
女
と
若
小
君
の
感
動
的
な
再
会
を
繰
り
返
し
描
く
な
ど
、
物
語
内
容
を
説
明
的
に
描
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
第
三

に
、
住
宅
の
表
現
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
本
は
比
較
的
古
式
の
上
流
住
宅
の
表
現
に
絞
ら
れ
る
の
に
対
し
、
資
料
館
本
は
上
流
か
ら
庶
民
ま
で

の
階
層
の
住
宅
を
描
い
て
お
り
、
ま
た
同
時
代
の
別
荘
建
築
で
使
用
さ
れ
た
近
世
的
な
数
寄
屋
風
書
院
造
な
ど
、
多
様
な
住
宅
表
現
が
選
択
さ

れ
て
い
る
。
九
州
大
学
本
は
、
絵
画
表
現
に
お
い
て
、
虚
構
と
し
て
の
王
朝
世
界
を
保
と
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
資
料
館
本
は
、
近
世
に
お

け
る
新
し
い
、
ま
た
多
様
な
建
築
的
要
素
を
反
映
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
人
々
が
理
解
の
し
や
す
い
王
朝
世
界
を
具
体
化
し
た
と
い
え
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
に
描
か
れ
た
住
空
間

ｌ
九
州
大
学
本
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
Ｉ

赤
澤
真
理
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本
論
文
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
（
以
下
、
資
料
館
本
）
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
う
つ
ほ

（
２
）

物
語
絵
巻
」
（
以
下
、
九
州
大
学
本
）
と
の
比
較
を
通
し
て
、
近
世
物
語
絵
巻
に
示
さ
れ
た
住
空
間
表
現
を
検
討
す
る
。

端
的
に
い
え
ば
、
同
じ
江
戸
期
に
制
作
さ
れ
た
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
に
お
い
て
、
古
式
的
な
要
素
を
継
承
し
た
九
州
大
学
本
に
対
し

て
、
資
料
館
本
に
は
、
近
枇
的
な
要
素
が
投
影
さ
れ
た
点
を
抽
出
し
、
両
者
の
表
現
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
。

う
つ
ほ
物
語
は
、
平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
長
編
物
語
で
あ
り
、
全
二
十
巻
か
ら
な
る
。
近
世
に
お
い
て
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た

物
語
を
絵
画
化
し
た
も
の
に
、
源
氏
物
語
絵
、
さ
ら
に
伊
勢
物
語
絵
が
あ
る
。
源
氏
物
語
絵
及
び
伊
勢
物
語
絵
は
、
小
画
面
の
色
紙
・
絵

巻
か
ら
、
大
画
面
の
屏
風
に
至
る
ま
で
多
量
に
現
存
す
る
。
源
氏
物
語
絵
は
、
物
語
が
成
立
し
て
か
ら
時
を
隔
て
ず
に
絵
画
化
が
始
ま

り
、
そ
の
後
、
中
近
世
を
通
じ
て
多
量
に
制
作
さ
れ
た
。
源
氏
物
語
の
絵
画
化
に
は
、
物
語
本
文
を
考
証
し
、
絵
画
化
す
る
方
法
と
、
前

（
３
）

年
代
に
描
か
れ
た
絵
を
参
照
し
、
そ
れ
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
形
で
制
作
す
る
方
法
が
あ
っ
た
。
年
代
が
降
る
と
、
後
者
の
方
法
が
大
部

分
と
な
る
。
伊
勢
物
語
絵
も
ま
た
、
近
世
に
至
る
ま
で
多
量
に
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
源
氏
物
語
絵
が
、
狩
野
派
・
土
佐
派
な
ど
の
天

皇
家
や
幕
府
に
仕
え
た
御
用
絵
師
に
よ
る
絵
が
大
半
で
あ
る
の
に
対
し
、
伊
勢
物
語
絵
は
、
現
在
に
は
名
が
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
絵
師
に

（
４
）

よ
る
絵
画
が
数
多
く
現
存
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
う
つ
ほ
物
語
を
絵
画
化
し
た
作
例
は
、

（
１
）

や
理
想
像
の
分
析
を
試
み
て
き
た
。

近
世
に
お
け
る
人
々
は
、
古
代
の
住
宅
を
い
か
な
る
空
間
と
理
解
し
、
絵
画
上
に
表
現
し
た
の
か
。
私
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い

て
、
源
氏
物
語
絵
を
中
心
と
し
た
古
代
王
朝
文
化
を
主
題
と
し
た
物
語
絵
を
通
し
て
、
近
世
の
人
々
が
思
い
描
い
た
住
宅
に
対
す
る
理
解

｜
・
は
じ
め
に
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源
氏
物
語
の
絵
合
巻
に
は
、
「
白
き
色
紙
、
青
き
表
紙
、
黄
な
る
玉
の
軸
な
り
」
と
書
か
れ
た
う
つ
ほ
物
語
の
絵
画
が
登
場
し
、
う
つ

ほ
物
語
の
絵
画
化
は
、
平
安
時
代
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

現
存
す
る
絵
画
と
し
て
は
、
本
論
文
が
対
象
と
す
る
資
料
館
本
及
び
、
九
州
大
学
本
、
九
曜
文
庫
本
、
天
理
大
学
天
理
図
書
館
に
二
種

（
５
）

の
絵
巻
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
冊
子
絵
に
、
京
都
大
学
図
書
館
本
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
、
奈
良
絵
本
絵
巻
集
所
収

（
６
）

本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
う
つ
ほ
物
語
の
冒
頭
の
巻
、
俊
蔭
だ
け
を
絵
画
化
し
て
い
る
。

う
つ
ほ
物
語
の
絵
画
に
関
す
る
研
究
は
、
中
野
幸
一
氏
、
安
倍
素
子
氏
、
田
村
隆
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
腕
、
描
か
れ
た
絵
画
表
現
に

関
す
る
研
究
は
少
な
い
。
資
料
館
本
は
、
新
収
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
文
で
は
そ
の
紹
介
を
含
め
、
九
州
大
学
本
と
の
比
較
を
通

し
て
、
絵
画
表
現
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

資
料
館
本
及
び
九
州
大
学
本
に
は
、
絵
師
の
記
載
が
み
ら
れ
ず
、
制
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
田
村
隆
氏
は
、
九
州
大
学
本
の
訶
書

が
、
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
年
の
絵
入
版
本
か
ら
抜
粋
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
九
州
大
学
本
を
、
寛
文
年
間

（
８
）

（
一
六
六
一
年
～
一
六
七
二
年
）
制
作
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
ぽ
う
、
資
料
館
本
は
、
絵
の
筆
致
か
ら
九
州
大
学
本
よ
り
新
し
い
と

推
測
さ
れ
、
訶
害
に
つ
い
て
は
巻
三
に
錯
簡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
活
字
版
、
特
に
そ
の
第
一
種
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
資
料
館
本
・
九
州
大
学
本
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
保
留
と
し
、
両
者
の
差
異
を
描
か
れ
た
表
現
を
基
に
検
討

大
変
少
な
い
。（

９
）

し
て
い
き
た
い
。

二
．
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」

－96－



国文学研究資料館蔵「うつほ物語絵巻」に描かれた住空間

（
、
）

日
本
住
宅
の
歴
史
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
日
本
の
上
流
住
宅
に
は
、
寝
殿
造
と
書
院
造
と
い
う
大
き
な
二
つ
の
様
式
に

大
別
さ
れ
て
い
る
。
寝
殿
造
の
空
間
は
、
母
屋
と
い
う
中
央
の
柱
に
囲
ま
れ
た
空
間
（
五
間
～
七
間
×
二
間
）
に
、
母
屋
の
四
周
を
取
り

②
当
初
は
平
安
時
代
の
住
宅
の
様
相
で
描
か
れ
て
い
た
が
、
時
代
が
降
り
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
平
安
時
代
の
住
宅
が
理
解
で
き

な
く
な
り
、
絵
に
は
制
作
当
時
の
住
宅
様
式
が
混
ざ
り
こ
む
よ
う
に
な
る
。

私
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
源
氏
物
語
絵
に
描
か
れ
た
住
空
間
表
現
の
変
容
過
程
を
検
討
し
て
き
た
。
源
氏
物
語
絵
は
物

語
五
十
四
巻
の
一
・
二
場
面
を
選
択
し
、
絵
画
化
し
た
た
め
、
同
じ
場
面
で
描
か
れ
た
絵
を
編
年
的
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
描
か
れ
た
住

空
間
表
現
の
年
代
に
よ
る
変
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

住
宅
の
様
相
が
描
か
れ
る
。

本
論
文
は
、
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
に
描
か
れ
た
住
空
間
に
着
目
す
る
。
う
つ
ほ
物
語
は
平
安
時
代
を
主
題
と
し
た
物
語
で
あ
る
が
、
絵
巻

は
そ
れ
よ
り
も
六
百
年
が
降
っ
た
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
。
資
料
館
本
に
は
、
い
つ
の
時
代
の
ど
の
よ
う
な
住
空
間
が
描
か
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
の
二
点
を
想
定
し
て
み
よ
う
。

①
う
つ
ほ
物
語
は
、
平
安
時
代
を
主
題
と
し
た
物
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
絵
画
で
あ
っ
て
も
、
平
安
時
代
の

三
’
一
・
日
本
住
宅
の
変
遷

三
．
近
世
物
語
絵
に
描
か
れ
た
住
空
間
表
現
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囲
む
廟
の
空
間
（
幅
一
間
）
が
接
し
て
い
る
。
基
本
的
に
固
定
的
な
仕
切
り
は
な
く
、
非
常
に
開
放
的
な
ワ
ン
ル
ー
ム
の
空
間
で
あ
る
。

柱
は
丸
柱
で
、
床
は
板
敷
に
、
寝
る
所
、
座
る
所
に
座
布
団
の
よ
う
に
、
畳
を
置
い
た
。

年
代
が
降
り
、
生
活
の
変
化
に
従
っ
て
、
寝
殿
造
の
空
間
は
建
具
に
よ
っ
て
、
細
か
く
仕
切
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
応
仁
の
乱
の
後

に
、
書
院
造
が
定
着
し
て
く
る
。
母
屋
・
廟
の
区
別
を
無
視
し
て
、
建
具
で
部
屋
を
細
か
く
分
断
し
、
建
具
の
納
ま
り
が
よ
い
よ
う
に
、

柱
は
角
柱
と
な
る
。
畳
も
同
じ
寸
法
で
規
格
化
さ
れ
て
い
き
、
床
に
敷
き
詰
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
床
・
棚
・
書
院
・
帳
台
構

な
ど
の
座
敷
飾
り
が
固
定
化
す
る
。
現
在
の
和
室
の
原
型
が
、
室
町
時
代
後
期
頃
に
成
立
し
た
。

十
二
世
紀
に
描
か
れ
た
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
に
描
か
れ
た
住
空
間
を
み
る
と
、
柱
は
丸
柱
で
、
戸
外
と
接
し
た
寶
子
に
高
欄
と
い
う
手

摺
り
が
つ
い
た
寝
殿
造
の
様
相
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
欄
は
、
後
の
書
院
造
で
は
省
略
さ
れ
た
。

ま
た
、
寝
殿
造
の
全
体
像
を
確
認
す
る
と
、
寝
殿
を
中
心
に
、
対
が
接
し
、
泉
殿
等
が
付
属
す
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
東
及
び
西
の

門
か
ら
入
り
、
中
門
廊
と
い
う
玄
関
を
通
過
す
る
。
「
年
中
行
事
絵
巻
」
「
駒
競
行
幸
絵
巻
」
な
ど
の
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た

絵
巻
を
み
る
と
、
門
か
ら
中
門
廊
、
対
、
寝
殿
と
連
結
し
た
寝
殿
造
の
全
体
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

寝
殿
造
の
空
間
は
、
時
代
が
降
り
、
書
院
造
へ
と
変
化
す
る
。
近
世
的
な
書
院
造
の
先
駆
的
な
遺
構
と
い
え
る
、
滋
賀
県
に
あ
る
園
城

寺
の
光
浄
院
客
殿
（
一
六
○
一
年
）
に
は
、
江
戸
城
な
ど
の
御
殿
に
み
ら
れ
る
床
・
棚
・
帳
台
構
え
を
そ
な
え
た
平
面
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
初
期
の
書
院
造
の
全
体
像
は
、
京
都
の
都
市
を
主
題
と
し
た
屏
風
で
あ
る
、
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
細
川
殿
と
し
て
描

こ
こ
で
、
建
物
の
配
置
を
み
る
と
、
寝
殿
造
の
空
間
は
、
基
本
的
に
一
つ
の
殿
舎
に
儀
式
を
行
う
空
間
と
日
常
生
活
の
空
間
が
混
在
し

て
い
た
。
い
つ
ぽ
う
、
近
世
に
な
る
と
、
「
一
殿
舎
一
機
能
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
つ
の
建
物
が
一
つ
の
機
能
に
限
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
機
能
と
身
分
階
層
に
従
っ
て
、
建
物
が
奥
へ
と
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
江
戸
城
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
、

か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
津

－98－



国文学研究資料館蔵「うつほ物語絵巻」に描かれた住空間

こ
の
よ
う
な
日
本
住
宅
の
流
れ
を
も
と
に
、
源
氏
物
語
絵
に
描
か
れ
た
住
空
間
を
み
て
い
こ
う
。
橋
姫
巻
の
宇
治
の
山
里
で
、
薫
が
透

垣
の
隙
間
か
ら
姉
妹
を
垣
間
見
る
場
面
を
と
り
あ
げ
る
。
本
図
様
は
、
十
二
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
か
ら
、
十
七
世
紀

（
Ⅲ
）

に
至
る
ま
で
、
透
垣
の
隙
間
に
立
つ
薫
と
室
内
に
い
る
姉
妹
の
図
様
が
継
承
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
描
か
れ
た
住
空
間
表
現
を
み
て
み
よ
う
。
十
二
世
紀
の
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
は
、
丸
柱
で
あ
り
、
室
内
に
は
襖
や
調
度
の
な

い
、
簡
素
な
寝
殿
造
の
空
間
で
あ
る
。
そ
の
後
、
十
七
世
紀
の
土
佐
光
吉
の
周
辺
で
描
か
れ
た
源
氏
物
語
絵
に
な
る
と
、
室
内
に
華
や
か

な
金
の
几
帳
が
登
場
す
る
。
さ
ら
に
、
十
七
世
紀
の
半
ば
に
士
佐
派
か
ら
分
派
し
た
住
吉
具
慶
の
源
氏
物
語
絵
に
は
、
前
述
し
た
桂
離
宮

に
み
ら
れ
る
、
唐
紙
障
子
な
ど
の
数
寄
屋
風
書
院
造
の
要
素
が
混
在
す
る
よ
う
に
な
る
。

数
寄
屋
風
害
院
造
は
別
荘
建
築
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
京
都
の
桂
川
の
ほ
と
り
に
建
つ
桂
離

宮
で
あ
る
。
十
七
世
紀
前
半
に
、
八
条
宮
智
仁
・
智
忠
親
王
が
、
源
氏
物
語
の
世
界
に
憧
れ
を
持
っ
て
造
営
し
た
別
荘
で
あ
る
。
竹
の
材

を
使
用
し
た
縁
側
な
ど
、
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
意
匠
に
な
っ
て
お
り
、
市
松
模
様
の
唐
紙
障
子
な
ど
、
書
院
造
の
格
式
か
ら
は
自
由
な
造

り
と
な
る
。

表
・
中
奥
・
大
奥
と
い
う
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。

こ
の
際
、
建
物
の
表
向
の
空
間
は
、
金
碧
の
障
壁
画
で
仕
切
ら
れ
た
絢
燗
豪
華
な
様
相
で
あ
る
の
に
対
し
、
奥
向
の
空
間
に
は
、
数
寄

屋
風
書
院
造
と
定
義
さ
れ
た
。
金
碧
の
替
り
に
墨
で
描
い
た
水
墨
画
や
唐
紙
を
貼
っ
た
襖
障
子
が
使
用
さ
れ
、
座
敷
飾
り
の
意
匠
も
自
由

で
装
飾
的
に
な
る
。

三
’
二
．
源
氏
物
語
絵
に
描
か
れ
た
住
空
間
の
変
遷
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以
上
の
前
提
を
ふ
ま
え
、
本
論
文
で
は
、
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
に
描
か
れ
た
住
空
間
表
現
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
本
と
の
比
較
を
踏
ま

え
、
そ
の
特
質
を
抽
出
す
る
。
資
料
館
本
の
全
五
巻
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

巻
一
（
二
容
姿
が
美
し
く
才
学
の
優
れ
た
俊
蔭
は
、
遣
唐
使
船
の
使
い
に
任
命
さ
れ
た
。
父
母
の
悲
嘆
は
限
り
な
い
も
の
が
あ
っ

た
。
描
か
れ
た
建
物
は
、
左
近
の
桜
、
右
近
の
橘
が
咲
い
て
お
り
、
内
裏
の
紫
辰
殿
で
あ
る
（
図
一
）
。

巻
一
（
二
）
俊
蔭
の
遣
唐
使
船
は
嵐
に
遭
遇
し
、
波
斯
国
に
漂
着
す
る
。
俊
蔭
は
、
栴
檀
の
木
の
蔭
で
、
七
弦
琴
を
弾
く
三
人
と
出
会

う
。
ゴ
ッ
ゴ
ッ
し
た
山
の
表
現
に
よ
っ
て
、
異
国
を
表
し
て
い
る
（
図
二
）
。

巻
一
（
三
）
俊
蔭
は
険
し
い
山
に
辿
り
着
く
と
、
桐
の
大
木
を
切
り
、
細
工
を
し
て
い
る
者
た
ち
と
会
う
。
俊
蔭
は
阿
修
羅
に
対
し

て
、
父
母
に
聞
か
せ
る
琴
を
作
る
木
を
分
け
て
ほ
し
い
と
頼
む
。
こ
の
阿
修
羅
の
顔
貌
表
現
に
は
、
異
形
（
資
料
館
本
）
と
人
間
（
九
州

（
吃
）

大
学
本
）
の
系
譜
が
あ
り
、
田
村
隆
氏
の
研
究
に
詳
し
い
（
図
三
）
。

巻
一
（
四
）
三
年
目
の
春
、
俊
蔭
は
、
音
色
の
優
れ
て
い
る
二
つ
の
琴
を
弾
い
て
い
る
と
、
春
の
日
に
大
空
か
ら
紫
の
雲
に
乗
っ
た
天

人
が
降
り
て
く
る
。
天
人
は
二
つ
の
琴
に
「
な
ん
風
」
「
は
し
風
」
と
名
付
け
て
、
山
の
奥
に
い
る
自
ら
の
七
人
の
子
か
ら
、
秘
曲
を
弾

き
取
り
、
日
本
に
戻
る
よ
う
と
伝
え
る
。
桜
が
咲
き
、
遣
水
が
流
れ
、
紫
の
雲
に
の
っ
た
七
人
の
天
女
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
四
）
。

源
氏
物
語
絵
は
、
一
定
の
図
様
を
継
承
し
た
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
住
空
間
は
、
絵
の
鑑
賞
者
達
の
上
流
住
宅
に
対
す
る
共
通
理
解
に

基
づ
い
て
、
絵
に
選
択
さ
れ
た
様
相
は
、
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
画
を
共
有
し
た
当
時
に
理
想
と
さ
れ
た
上
流

住
宅
像
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
．
資
料
館
本
に
描
か
れ
た
各
場
面
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水
墨
の
屏
風
が
置
か

（
Ｂ
）

れ
て
い
る
（
図
十
）
。

流
な
邸
を
表
現
し
て
い
る

巻
二
（
二
日
本
へ
帰
ろ
う
と
す
る
俊
蔭
は
、
波
斯
国
の
帝
と
后
と
皇
太
子
に
琴
を
献
上
す
る
。
色
鮮
や
か
な
建
築
は
、
異
国
を
あ
ら

わ
す
表
現
で
あ
る
。
壁
に
は
、
波
の
絵
画
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
七
）
。

巻
二
（
三
俊
蔭
は
三
十
九
歳
で
日
本
に
帰
国
し
、
帝
・
皇
后
な
ど
に
、
持
ち
帰
っ
た
琴
を
献
上
す
る
。
繧
綱
縁
の
置
畳
に
座
り
、
顔

を
隠
し
て
い
る
の
が
帝
で
あ
る
。
室
内
に
は
漢
画
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
八
）
。

巻
二
（
三
）
俊
蔭
は
官
位
を
返
上
し
、
京
の
は
ず
れ
に
あ
る
京
極
の
大
路
あ
た
り
に
、
広
大
で
風
流
な
邸
を
造
っ
て
、
生
ま
れ
た
女
に

秘
琴
を
習
得
さ
せ
る
。
女
の
琴
の
音
は
父
に
も
勝
る
。
青
の
唐
紙
障
子
・
水
墨
画
・
竹
で
造
っ
た
高
欄
・
遣
水
・
前
栽
な
ど
を
描
き
、
風

れ
て
い
る
（
図
六
）
。

巻
一
（
五
）
花
園
か
ら
西
を
目
指
す
と
大
き
な
河
が
あ
り
、
険
し
い
山
が
七
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
七
人
の
仙
人
が
住
ん
で
い
た
。
画
面
は
、

七
番
目
の
山
の
風
情
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
蓮
の
花
・
紅
葉
、
鳳
凰
・
孔
雀
、
七
人
の
仙
人
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
五
）
。

巻
一
（
六
）
俊
蔭
は
西
に
向
か
い
、
七
人
の
仙
人
と
琴
を
弾
い
て
い
る
と
、
文
殊
を
引
き
連
れ
て
仏
が
出
現
す
る
。
俊
蔭
は
、
三
代
目

の
孫
に
仙
人
の
子
孫
を
得
て
、
そ
の
者
は
、
果
報
も
豊
か
で
あ
ろ
う
と
予
言
を
つ
げ
ら
れ
る
。
仏
を
中
央
に
両
側
に
文
殊
菩
薩
を
引
き
連

巻
二
（
五
）
俊
蔭
亡
き
後
、
貧
し
く
な
っ
た
女
は
、
乳
母
が
使
っ
て
い
た
嘔
と
暮
ら
し
い
た
。
邸
宅
は
通
り
が
か
り
の
人
々
が
壊
し

て
盗
ん
で
い
っ
た
の
で
、
寝
殿
が
た
だ
一
つ
の
こ
っ
て
い
る
の
み
で
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
た
。
八
月
頃
、
太
政
大
臣
の
賀
茂
社
参
詣
に
、

巻
二
（
四
）
女
が
十
五
歳
の
時
に
、
母
が
亡
く
な
り
、
父
・
俊
蔭
も
病
と
な
る
。
俊
蔭
は
、
女
に
二
つ
の
秘
琴
を
託
し
、
大
き
な
災
難

の
際
に
は
、
琴
を
か
き
な
ら
す
よ
う
に
、
そ
し
て
子
供
が
優
れ
て
い
た
際
は
、
琴
を
譲
る
よ
う
に
遺
言
す
る
。
横
た
わ
る
の
が
俊
蔭
で
、

水
墨
の
屏
風
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
描
か
れ
た
唐
紙
障
子
は
、
波
紋
で
あ
る
が
、
誕
生
や
臨
終
場
面
に
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ

（
図
九
）
。
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十
一
）
。

巻
二
（
六
）
若
小
君
は
俊
蔭
女
の
邸
を
秋
の
夕
暮
れ
に
訪
れ
る
。
中
で
は
女
が
琴
を
弾
い
て
い
る
。
若
小
君
は
女
君
に
素
性
を
訪
ね

た
。
寶
子
が
崩
れ
、
門
の
屋
根
が
失
な
わ
れ
て
い
る
。
杉
戸
に
は
犬
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
十
二
）
。

巻
三
（
一
）
太
政
大
臣
の
邸
で
は
、
若
小
君
が
行
方
不
明
と
な
り
大
騒
ぎ
と
な
り
、
兄
は
叱
ら
れ
、
下
男
も
折
濫
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

若
小
君
は
両
親
に
厳
し
く
監
視
さ
れ
、
俊
蔭
女
の
と
こ
ろ
に
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
奥
の
空
間
に
太
政
大
臣
達
、
杉
戸
を
隔

て
た
空
間
に
下
男
達
が
い
る
（
図
十
三
）
。

巻
三
（
二
）
俊
蔭
女
は
若
小
君
の
男
の
子
を
出
産
す
る
。
柴
垣
に
囲
ま
れ
土
壁
の
鄙
び
た
住
居
で
蝿
の
助
け
の
も
と
に
出
産
し
て
い
る

十
五
歳
の
四
男
・
若
小
君
が
邸
宅
前
を
通
り
か
か
る
。
荒
れ
た
邸
の
垣
根
か
ら
尾
花
を
手
折
ろ
う
と
す
る
と
、
女
君
の
姿
が
見
え
た
（
図

巻
三
（
三
）
嘔
は
、
瑞
夢
を
見
て
、
そ
れ
を
女
に
聞
か
せ
て
励
ま
す
。
針
に
、
緤
色
の
糸
を
通
し
た
も
の
を
、
は
し
た
か
が
く
わ
え

て
、
嘔
の
前
に
落
と
し
た
。
そ
の
針
を
行
者
が
女
の
柾
に
縫
い
付
け
た
。
は
し
た
か
は
、
針
を
探
す
様
子
で
袖
に
と
ま
り
一
向
に
飛
び
立

た
な
い
と
い
う
。
土
壁
の
住
ま
い
に
、
竹
の
縁
側
が
描
か
れ
る
（
図
十
五
）
。

巻
三
（
四
）
子
が
五
歳
に
な
る
と
嘔
は
亡
く
な
っ
た
。
母
子
は
食
糧
が
な
く
な
り
、
子
は
、
川
か
ら
魚
を
釣
っ
て
、
母
親
に
食
べ
さ
せ

る
。
釣
っ
て
き
た
魚
は
た
ち
ま
ち
百
味
を
備
え
た
食
物
に
変
わ
っ
た
。
画
面
で
は
、
亡
く
な
っ
た
は
ず
の
嘔
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
は

誤
解
で
あ
ろ
う
か
。
桐
紋
の
唐
紙
障
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
十
六
）
。

巻
三
（
五
）
仕
え
て
い
た
躯
が
亡
く
な
り
、
俊
蔭
女
と
男
の
子
（
仲
忠
）
が
遺
さ
れ
る
。
仲
忠
は
、
母
の
た
め
、
山
で
食
料
を
求
め

る
。
山
深
い
と
こ
ろ
に
非
常
に
大
き
な
杉
の
木
が
四
本
、
重
な
り
立
っ
て
い
て
、
大
き
な
部
屋
く
ら
い
の
空
洞
に
な
っ
て
い
た
。
恐
ろ
し

そ
う
な
熊
が
住
ん
で
い
た
が
、
子
の
母
思
い
話
に
、
熊
は
情
愛
を
悟
り
、
う
つ
ほ
を
譲
る
（
図
十
七
）
。

（
図
十
四
）
。

下
男
も
折
濫
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

一
エ
間
に
太
政
大
臣
達
、
杉
戸
を
隔

若
小
君
は
女
君
に
素
性
を
訪
ね
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巻
三
（
六
）
母
子
は
食
料
を
求
め
て
、
山
に
移
り
住
ん
だ
。
う
つ
ほ
の
周
り
を
掃
除
す
る
と
、
き
れ
い
な
泉
が
湧
い
て
き
た
。
母
は
子

に
琴
を
奏
で
る
と
、
熊
・
狼
・
猿
が
琴
の
音
に
感
激
し
て
、
木
の
実
を
持
っ
て
き
た
。
長
い
画
面
を
使
っ
て
、
動
物
達
が
山
の
手
前
か
ら

奥
の
う
つ
ほ
へ
と
駆
け
出
し
て
く
る
様
子
を
表
現
し
て
い
る
（
図
十
八
）
。

巻
四
（
一
）
東
国
か
ら
四
、
五
百
人
の
武
士
達
が
や
っ
て
き
て
、
山
を
荒
ら
し
た
。
女
は
父
の
遺
言
を
思
い
だ
し
て
、
な
ん
風
の
琴
を

か
き
鳴
ら
す
。
大
木
が
倒
れ
、
山
が
崩
壊
し
、
武
士
達
の
多
く
が
亡
く
な
り
、
山
は
静
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
絵
巻
の
長
い
画
面
に

よ
っ
て
武
士
達
の
進
行
と
山
の
奥
の
女
と
仲
忠
を
表
現
し
て
い
る
（
図
十
九
）
。

巻
四
（
二
）
帝
が
北
野
社
に
行
幸
す
る
日
に
、
か
つ
て
の
若
小
君
・
右
大
将
が
、
山
の
奥
に
琴
の
音
を
聞
い
て
、
進
ん
で
い
く
。
そ
こ

で
、
右
大
将
は
仲
忠
に
会
い
、
身
の
上
の
事
情
を
聞
き
、
自
ら
の
子
供
で
あ
る
こ
と
を
知
る
（
図
二
十
）
。

巻
四
（
三
）
右
大
将
は
、
仲
忠
に
山
を
出
て
京
へ
行
く
こ
と
を
勧
め
、
そ
れ
を
母
に
伝
え
る
。
猿
が
六
、
七
匹
連
れ
立
っ
て
葉
を
お
椀

の
よ
う
に
し
て
、
椎
・
栗
・
柿
・
梨
・
芋
・
野
老
な
ど
を
入
れ
て
持
っ
て
い
る
（
図
二
十
二
。

巻
四
（
四
）
右
大
将
は
、
住
ま
い
を
用
意
し
た
の
で
、
子
の
将
来
の
た
め
に
も
、
京
へ
戻
る
よ
う
に
説
得
す
る
（
図
二
十
二
）
。

巻
四
（
五
）
右
大
将
の
説
得
に
よ
り
、
女
と
子
は
京
へ
と
戻
る
（
図
二
十
三
）
。

巻
五
（
一
）
子
供
が
十
六
に
な
っ
た
年
、
元
服
を
し
て
仲
忠
と
名
を
つ
け
、
帝
も
東
宮
も
常
に
仲
忠
を
そ
ば
近
く
に
置
い
た
。
巻
一

（
二
と
近
似
し
た
表
現
で
あ
る
が
、
桜
・
橘
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
（
図
二
十
四
）
。

巻
五
（
二
）
三
条
堀
川
の
邸
に
迎
え
ら
れ
た
俊
蔭
女
達
。
年
配
の
女
房
二
十
人
ば
か
り
仕
え
さ
せ
る
。
従
者
た
ち
も
大
勢
集
め
て
仕
え

さ
せ
る
。
手
前
の
青
の
唐
紙
が
貼
ら
れ
た
部
屋
に
従
者
達
、
杉
戸
を
隔
て
た
奥
の
建
物
に
は
水
墨
画
が
描
か
れ
、
中
央
の
几
帳
に
囲
ま
れ

た
所
に
、
俊
蔭
女
が
い
る
。
州
浜
台
に
は
松
が
添
え
ら
れ
、
本
絵
巻
に
象
徴
的
な
祝
賀
的
な
場
面
で
あ
る
（
図
二
十
五
）
。

巻
五
（
三
）
八
月
二
十
二
日
、
兼
雅
邸
で
相
撲
の
還
饗
。
御
前
に
砂
子
を
ま
か
せ
、
前
栽
を
植
え
さ
せ
、
寝
殿
の
南
の
廟
に
座
席
を
し
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つ
ら
う
。
上
達
部
、
親
王
の
前
に
は
紫
檀
の
机
に
綾
の
布
の
覆
い
。
中
将
、
少
将
の
前
に
は
、
蘇
芳
の
机
が
置
か
れ
る
。
絵
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
机
が
描
か
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
上
達
部
・
親
王
、
中
将
・
少
将
の
座
は
区
別
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
絵
で
は
同
座
し
て
い

る
。
室
内
に
は
、
竹
・
烏
の
水
墨
の
障
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
二
十
六
）
。

巻
五
（
四
）
仲
忠
は
、
母
か
ら
琴
を
習
得
し
帝
の
前
で
披
露
す
る
。
皆
、
涙
を
落
と
し
て
心
か
ら
感
動
す
る
（
図
二
十
七
）
。

巻
五
（
五
）
兼
雅
邸
で
の
相
撲
の
還
饗
に
て
、
左
大
将
の
娘
を
褒
美
に
仲
忠
が
琴
を
弾
く
場
面
で
あ
る
。
庭
で
相
撲
を
す
る
人
々
、
中

央
で
琴
を
弾
く
仲
忠
、
御
簾
の
奥
か
ら
琴
の
音
を
聞
く
女
性
達
が
描
か
れ
て
い
る
。
表
の
仲
忠
の
室
は
水
墨
の
漢
画
、
女
房
達
の
室
に
は

青
の
桐
紋
の
唐
紙
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
絵
巻
で
は
、
水
墨
の
漢
画
と
青
の
唐
紙
に
よ
っ
て
、
部
屋
の
格
式
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
分

資
料
館
本
は
全
二
十
八
図
に
わ
た
っ
て
、
濃
彩
金
地
を
使
用
し
て
描
か
れ
た
華
麗
な
絵
巻
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
九
州
大
学
本
と
比
較

し
、
資
料
館
本
の
特
質
を
抽
出
す
る
。

か
る
（
図
二
十
八
）
。

（
Ｍ
）

こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

ま
ず
、
画
面
構
成
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
本
が
固
定
的
な
表
現
と
い
え
る
の
に
対
し
、
資
料
館
本
は
、
連
続
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る

五
’
一
・
画
面
構
成

五
．
資
料
館
本
に
描
か
れ
た
絵
画
表
現
の
特
質
ｌ
九
州
大
学
本
と
の
比
較
か
ら
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俊
蔭
女
と
子
に
、
動
物
達
が
木
の
実
を
持
っ
て
く
る
場
面
で
は
、
九
州
大
学
本
は
、
統
一
さ
れ
た
大
き
さ
の
画
面
を
使
用
し
、
俊
蔭

（
喝
）

女
・
子
、
動
物
達
が
い
る
固
定
的
な
画
面
と
い
え
る
。
い
つ
ぽ
う
、
資
料
館
本
は
、
横
長
の
画
面
に
動
物
た
ち
が
走
り
出
し
て
く
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
（
巻
三
（
六
）
、
図
十
八
）
。
資
料
館
本
に
は
、
時
間
と
空
間
の
動
き
が
示
さ
れ
て
い
る
。

邸
に
迎
え
ら
れ
た
俊
蔭
女
・
子
の
場
面
で
も
九
州
大
学
本
は
、
統
一
さ
れ
た
大
き
さ
の
画
面
を
使
用
し
右
大
将
、
俊
蔭
女
が
い
る
固
定

的
な
画
面
で
あ
る
。
い
つ
ぽ
う
、
資
料
館
本
は
、
邸
宅
の
表
側
に
い
る
従
者
達
、
邸
宅
の
奥
に
座
る
俊
蔭
女
達
を
一
画
面
に
描
き
出
し
て

お
り
、
横
長
の
画
面
に
、
邸
宅
の
表
か
ら
奥
へ
の
、
時
間
と
空
間
の
流
れ
が
表
さ
れ
て
い
る
（
巻
五
（
二
）
図
二
十
五
）
。

絵
巻
の
最
終
段
に
あ
た
る
、
相
撲
の
還
饗
に
お
い
て
、
仲
忠
が
琴
を
披
露
す
る
場
面
で
も
、
庭
で
相
撲
を
す
る
人
々
、
琴
を
弾
く
仲

忠
、
御
簾
の
奥
の
女
房
た
ち
の
三
つ
の
空
間
が
示
さ
れ
て
い
る
（
巻
五
（
五
）
図
二
十
八
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
場
面
を
描
い
た
、

九
州
大
学
本
、
あ
る
い
は
九
曜
文
庫
蔵
の
絵
巻
も
固
定
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
資
料
館
本
は
当
初
か
ら
絵
巻
と
し
て
制
作
が
な
さ
れ

た
の
に
対
し
、
九
州
大
学
本
は
、
冊
子
や
版
本
の
挿
絵
に
近
い
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
、
九
州
大
学
本
、
資
料
館
本
に
示
さ
れ
た
場
面
選
択
を
検
討
す
る
。
九
州
大
学
本
が
、
物
語
中
の
華
か
な
場
面
を
重
要
視
し
た

の
に
対
し
て
、
資
料
館
本
は
、
物
語
内
容
を
説
明
的
に
描
く
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

俊
蔭
女
が
子
を
出
産
す
る
場
面
で
は
、
九
州
大
学
本
は
物
語
内
容
に
反
し
て
、
多
く
の
女
房
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
豪
華
な
様
相
が
示
さ

れ
て
い
る
。
い
つ
ぽ
う
資
料
館
本
で
は
、
躯
に
見
守
ら
れ
、
出
産
す
る
様
相
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
（
巻
三
（
二
）
図
十
四
）
。

資
料
館
本
は
、
嘔
に
助
け
ら
れ
て
寂
し
く
出
産
し
た
物
語
の
内
容
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
が
、
九
州
大
学
本
は
女
性
の
出
産
の
祝
賀
的

五
’
二
．
場
面
選
択
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資
料
館
本
は
、
右
大
将
と
女
の
感
動
的
な
再
会
を
、
四
つ
の
図
を
使
っ
て
、
丁
寧
に
繰
り
返
し
描
き
だ
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
見
た

め
の
華
や
か
さ
で
は
な
く
、
俊
蔭
女
の
心
の
動
き
を
、
説
明
的
に
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
資
料
館
本
は
華
や
か
と
は
い
え
な
い
、
俊
蔭
臨
終
の
場
面
（
巻
二
（
四
）
図
十
）
、
嘔
と
俊
蔭
女
が
針
仕
事
を
す
る
貧
し
い
暮

ら
し
が
選
択
さ
れ
て
い
る
（
巻
三
（
三
）
図
十
五
）
。
九
州
大
学
本
が
十
八
図
、
資
料
館
本
が
二
十
八
図
と
絵
の
数
に
規
定
さ
れ
る
要
因

も
あ
る
も
の
の
、
資
料
館
本
は
、
物
語
を
説
明
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

図
二
十
三
）
。

置
か
れ
て
い
る
。

（
肥
）

な
雰
囲
気
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
九
州
大
学
本
が
婚
礼
道
具
と
し
て
制
作
さ
れ
た
背
景
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
。
加
え
る
と
、
万
治

三
年
の
版
本
で
は
、
藁
葺
の
農
家
に
沢
山
の
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
出
産
す
る
様
相
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
右
大
将
が
う
つ
ほ
に
住
む
母
子
を
迎
え
に
く
る
場
面
で
は
、
九
州
大
学
本
は
、
右
大
将
が
俊
蔭
女
・
子
の
た
め
に
、
桂
や
袴
を

持
っ
て
迎
え
る
図
と
な
る
。
九
州
大
学
本
は
一
場
面
に
凝
縮
し
、
桂
や
袴
を
描
き
、
感
動
的
な
場
面
を
豪
華
に
演
出
す
る
こ
と
に
重
点
が

い
つ
ぽ
う
、
資
料
館
本
で
は
、
右
大
将
と
女
が
子
供
を
介
し
て
再
会
し
、
山
を
降
り
る
ま
で
の
過
程
を
、
四
図
の
絵
を
使
っ
て
、
丁
寧

に
表
現
し
て
い
る
。
①
山
の
手
前
に
い
る
右
大
将
と
子
供
、
山
奥
に
居
る
女
（
巻
四
（
二
）
図
二
十
）
、
②
子
は
母
に
話
を
伝
え
る
（
巻

四
（
三
）
図
二
十
一
）
、
③
右
大
将
は
女
を
説
得
す
る
（
巻
四
（
四
）
図
二
十
二
）
、
④
右
大
将
と
女
と
子
は
山
を
下
り
る
（
巻
四
（
五
）

さ
ら
に
、
住
空
間
の
表
現
を
検
討
す
る
。
九
州
大
学
本
が
比
較
的
古
式
の
様
相
で
、
全
体
に
統
一
さ
れ
た
邸
宅
表
現
で
あ
る
の
に
対
し

五
’
三
．
住
空
間
表
現
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検
討
す
る
と
、

資
料
館
本
は
、

（
三
）
図
九
）
。

料
館
本
は
、
う
つ
ほ
物
語
と
い
う
乖

間
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

九
州
大
学
本
に
登
場
す
る
住
宅
は
、
上
流
住
宅
の
格
式
あ
る
表
現
に
絞
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
資
料
館
本
に
は
、
上
流
か
ら
庶
民

ま
で
の
多
様
な
階
層
の
住
宅
表
現
が
示
さ
れ
て
い
る
。
俊
蔭
女
が
出
産
す
る
場
面
で
は
、
九
州
大
学
本
は
、
風
喰
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

黒
塗
の
蔀
戸
と
い
う
平
安
時
代
の
寝
殿
造
に
使
用
さ
れ
た
格
式
の
高
い
建
具
が
描
か
れ
て
い
る
。

い
つ
ぽ
う
、
資
料
館
本
は
、
士
壁
・
板
葺
屋
根
・
芝
の
垣
根
で
構
成
さ
れ
、
俊
蔭
女
が
嘔
と
と
も
に
寂
し
く
出
産
し
た
場
面
を
、
格
の

下
が
る
住
宅
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
（
巻
三
（
二
）
図
十
四
）
。
こ
の
よ
う
に
資
料
館
本
に
は
、
上
流
住
宅
と
は
異
な
る
、
中
下
層
の
階

俊
蔭
が
京
の
は
ず
れ
の
京
極
大
路
に
風
流
な
邸
宅
を
造
営
し
、
女
に
琴
を
教
え
る
場
面
で
は
、
九
州
大
学
本
は
、
古
代
寝
殿
造
の
黒
塗

の
蔀
戸
、
近
世
書
院
造
の
水
墨
の
襖
障
子
と
、
古
代
の
要
素
と
近
世
の
要
素
が
混
在
す
る
。
平
安
時
代
に
お
け
る
古
代
寝
殿
造
の
様
相
を

描
こ
う
と
し
た
も
の
が
、
同
時
代
の
近
世
的
な
建
築
的
要
素
が
混
ざ
り
こ
ん
で
い
る
。

資
料
館
本
に
は
、
青
の
唐
紙
障
子
や
竹
で
造
ら
れ
た
高
欄
な
ど
、
一
層
近
世
的
な
要
素
が
強
く
混
ざ
り
こ
む
。
さ
ら
に
詳
細
に
画
面
を

検
討
す
る
と
、
資
料
館
本
に
描
か
れ
た
青
の
唐
紙
障
子
や
竹
で
造
ら
れ
た
高
欄
な
ど
は
、
近
世
の
別
荘
建
築
で
使
わ
れ
た
要
素
で
あ
り
、

資
料
館
本
は
、
物
語
に
書
か
れ
る
京
の
は
ず
れ
に
あ
る
風
流
な
邸
宅
を
、
近
世
に
お
け
る
別
荘
建
築
を
援
用
し
、
表
現
し
て
い
る
（
巻
二

て
、
資
料
館
本
は
、
近
世
的
な
様
相
が
混
在
し
、
さ
ら
に
庶
民
や
貴
族
な
ど
の
多
様
な
階
層
の
住
宅
が
登
場
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

俊
蔭
が
日
本
に
戻
り
、
帝
に
琴
を
献
上
す
る
場
面
で
は
、
両
者
と
も
に
、
繧
綱
縁
の
畳
の
縁
に
座
る
帝
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
中

で
、
九
州
大
学
本
は
、
板
敷
で
あ
り
、
比
較
的
古
式
の
平
安
時
代
の
寝
殿
造
の
様
相
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
資
料
館
本
に
は
、
畳
が
敷
か

れ
、
水
墨
画
の
障
壁
画
と
い
う
室
町
期
か
ら
登
場
し
、
近
世
に
隆
盛
し
た
要
素
が
混
在
す
る
（
巻
二
（
三
図
八
）
。
こ
の
よ
う
に
、
資

料
館
本
は
、
う
つ
ほ
物
語
と
い
う
平
安
時
代
の
物
語
を
題
材
と
し
な
が
ら
も
、
絵
が
描
か
れ
た
当
時
の
近
世
的
な
要
素
を
選
択
し
、
住
空
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層
の
住
宅
が
登
場
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

士
壁
・
板
葺
の
屋
根
な
ど
は
、
俊
蔭
女
と
嘔
が
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
、
針
仕
事
を
す
る
場
面
に
も
み
ら
れ
る
。
実
際
に
は
貧
し
く
あ

り
な
が
ら
も
、
貴
族
住
宅
に
住
ん
だ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
資
料
館
本
で
は
、
土
壁
の
庶
民
の
住
宅
の
表
現
と
な
る
。

も
と
に
描
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

い
つ
ぽ
う
、
日
本
を
舞
台
と
し
た
住
宅
に
お
い
て
は
、
九
州
大
学
本
は
比
較
的
古
式
で
統
一
さ
れ
た
住
宅
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

資
料
館
本
は
、
京
の
郊
外
に
あ
る
風
流
な
住
宅
に
同
時
代
の
別
荘
建
築
の
要
素
を
、
貧
し
い
暮
ら
し
を
庶
民
住
宅
の
要
素
で
表
現
し
た
。

九
州
大
学
本
は
虚
構
と
し
て
の
王
朝
世
界
を
保
と
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
資
料
館
本
は
、
近
世
に
お
け
る
新
し
い
、
ま
た
多
様
な
建

築
的
要
素
を
反
映
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
人
々
の
理
解
の
し
や
す
い
王
朝
世
界
を
具
現
化
し
、
鑑
賞
者
の
共
感
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
よ
り
、
資
料
館
本
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
に
は
、
近
世
の
人
々
が
共
有
し
た
う
つ
ほ
物
語
の
世
界
が
示
さ
れ
て
い
る
と
位
置
づ

（
Ⅳ
）

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
館
本
は
、
近
世
に
お
い
て
王
朝
物
語
を
詳
細
に
絵
画
化
し
た
貴
重
な
作
例
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
日
本
へ
帰
ろ
う
と
す
る
俊
蔭
が
、
波
斯
国
の
帝
と
后
と
皇
太
子
に
琴
を
献
上
す
る
場
面
を
検
討
す
る
。
異
国
の
住
宅
は
、
士

足
で
生
活
す
る
土
間
に
、
瓦
屋
根
と
漆
喰
壁
で
構
成
さ
れ
る
様
相
で
あ
り
、
中
国
建
築
の
様
式
と
い
え
る
。
こ
れ
に
、
色
鮮
や
か
な
彩
色

を
施
す
こ
と
で
、
近
世
の
絵
師
た
ち
は
、
異
国
風
の
建
築
を
表
現
し
た
。

九
州
大
学
本
及
び
資
料
館
本
の
表
現
は
、
屋
根
瓦
・
石
畳
・
前
栽
の
松
な
ど
、
両
者
は
近
似
し
た
様
相
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
、
絵

師
や
鑑
賞
者
た
ち
の
異
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
比
較
的
画
一
的
で
あ
り
、
典
拠
と
す
る
画
像
は
少
な
か
っ
た
た
め
、
共
通
の
祖
本
を

六
．
お
わ
り
に
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注
（
４
）
伊
藤
敏
子
『
伊
勢
物
語
絵
』
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
、
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
、

角
川
学
芸
出
版
、
二
○
○
七
年
が
至
便
で
あ
る
。

（
５
）
九
州
大
学
附
属
図
書
館
本
（
絵
巻
）
五
巻
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
（
絵
巻
）
五
巻
の
ほ
か
、
九
曜
文
庫
本
（
絵
巻
）
三
巻
、
天

理
図
書
館
久
原
文
庫
本
・
西
荘
文
庫
本
（
絵
巻
）
各
五
巻
が
あ
る
。
資
料
館
本
の
請
求
番
号
は
、
九
九
’
一
四
三
’
一
～
五
。
箱

裏
に
は
、
「
正
筆
八
條
宮
智
仁
親
王
う
つ
ほ
物
語
五
巻
」
と
あ
る
。
詞
書
は
、
金
に
草
花
の
料
紙
。
絵
は
、
金
銀
泥
極
彩
色
画
。

三
三
・
一
面
×
十
三
ｍ
七
十
ｍ
～
十
六
ｍ
六
十
三
ｍ
。

（
１
）
赤
澤
真
理
「
源
氏
物
語
絵
に
み
る
近
世
上
流
住
宅
史
論
」
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
○
一
○
年
。

（
２
）
本
論
文
は
、
「
国
文
学
研
究
資
料
館
通
常
展
示
物
語
そ
し
て
歴
史
記
念
講
演
会
」
田
村
隆
「
奈
良
絵
本
と
板
本
ｌ
「
う
つ
ほ
物

語
絵
巻
」
の
場
合
ｌ
」
・
赤
澤
真
理
「
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
に
描
か
れ
た
世
界
ｌ
住
空
間
表
現
を
中
心
と
し
て
」
（
於
恥
国
文
学
研

究
資
料
館
大
会
議
室
、
二
○
二
年
一
月
二
十
四
日
）
に
お
け
る
内
容
を
基
に
ま
と
め
た
。
当
日
講
師
を
務
め
た
田
村
隆
先
生
、

中
村
康
夫
先
生
、
吉
田
小
百
合
氏
、
こ
の
ほ
か
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
国
文
学
研
究
資
料
館
通
常
展
示
物
語
そ
し
て
歴
史
」
（
二
○
二
年
一
月
二
十
四
日
～
三
月
十
一
日
）
の
展
示
に
お
い
て
は
、

資
料
館
本
・
九
州
大
学
本
各
五
巻
の
展
示
が
な
さ
れ
た
。

（
３
）
秋
山
光
和
「
源
氏
絵
」
日
本
の
美
術
二
七
号
、
至
文
堂
、
一
九
七
七
年
。
「
豪
華
源
氏
絵
の
世
界
源
氏
物
語
』
学
習
研
究
社
、

一
九
九
九
年
。
田
口
榮
一
「
源
氏
絵
の
系
譜
ｌ
主
題
と
変
奏
ｌ
」
所
収
。
『
源
氏
物
語
の
絵
画
』
堺
市
博
物
館
、
一
九
八
六
年
。
榊

原
悟
「
住
吉
派
『
源
氏
絵
』
解
読
ｌ
附
言
本
詞
害
ｌ
」
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
三
号
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
八
九
年
等
が

至
便
で
あ
る
。
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（
６
）
京
都
大
学
図
書
館
本
（
冊
子
）
五
冊
、
奈
良
絵
本
絵
巻
集
三
巻
所
収
（
冊
子
）
十
冊
、
奈
良
絵
本
絵
巻
集
八
巻
所
収
（
横
本
）
五

冊
、
奈
良
絵
本
絵
巻
集
別
二
巻
所
収
（
冊
子
）
五
冊
、
万
治
三
年
絵
入
本
三
冊
等
が
あ
る
。

（
７
）
中
野
幸
一
「
う
つ
ほ
物
語
の
絵
詞
と
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
亜
人
文
・
社
会
・
自
然
、
十
号
、

一
九
六
一
年
、
同
『
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』
・
『
う
つ
ほ
物
語
資
料
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
一
年
、
同
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集

三
う
つ
ほ
物
語
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
、
同
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
八
う
つ
ほ
物
語
（
二
）
』
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
一
九
八
八
年
、
同
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
別
巻
二
武
家
繁
昌
（
三
う
つ
ほ
物
語
（
三
こ
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八

年
、
安
倍
素
子
「
延
宝
版
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
「
絵
」
に
つ
い
て
（
二
～
（
三
）
」
尚
綱
学
園
研
究
紀
要
Ａ
人
文
・
社
会
科
学
、

二
○
○
七
年
～
二
○
○
九
年
、
同
「
奈
良
絵
本
絵
巻
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
つ
い
て
（
二
（
二
）
ｌ
万
治
版
へ
の
影
響
」
尚
細
大

学
研
究
紀
要
、
二
十
八
・
二
十
九
号
、
二
○
○
六
・
二
○
○
七
年
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
奈
良
絵
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
宇
津
保

物
語
茸
弓
曼
①
号
．
百
害
．
ご
○
さ
‐
口
・
胃
言
希
書
号
三
呈
望
且
関
宮
三
田
村
隆
「
奈
良
絵
本
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
背
景
」
文
学
、

九
’
四
、
二
○
○
八
年
、
田
村
隆
・
今
西
祐
一
郎
「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
解
説
」
三
ｓ
の
筌
骨
．
ご
ロ
の
言
‐
ロ
・
画
旦
頁
冒
き
き
ご
国
局
の
連

丙
巴
ｍ
の
計
⑦
匡
、
匡
庁
の
ロ
ロ
○
①
門
口
四
丙
目
．
ｐ
貢
ロ
』

（
８
）
田
村
隆
氏
は
資
料
館
本
の
詞
耆
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
を
し
て
い
る
。
「
資
料
館
本
の
本
文
は
巻
三
に
錯
簡
が
あ
る
。
俊
蔭

女
の
出
産
が
近
づ
く
場
面
で
、
本
来
は
「
さ
れ
ど
な
を
さ
あ
る
に
こ
そ
あ
ら
め
、
と
て
も
か
く
て
も
覚
え
ず
、
と
言
へ
ば
、
…
・
・
・
」

と
続
く
べ
き
と
こ
ろ
で
「
あ
ら
め
」
の
後
の
千
字
余
り
が
脱
落
し
、
し
ば
ら
く
後
に
あ
る
「
我
す
ぐ
せ
の
」
の
後
に
入
り
込
ん
で
い

る
。
そ
の
せ
い
で
、
絵
巻
の
本
文
は
出
産
が
す
ん
だ
後
で
媚
が
出
産
時
期
を
案
ず
る
と
い
っ
た
ち
ぐ
は
ぐ
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
錯
簡
は
古
活
字
版
（
二
冊
、
俊
蔭
巻
の
み
）
に
も
存
し
（
上
巻
三
五
丁
裏
～
三
八
丁
表
）
、
両
者
の
密
接
な
関
係
が
窺
え
る
。

絵
巻
の
本
文
は
古
活
字
版
、
特
に
そ
の
第
一
種
（
川
瀬
一
馬
『
古
活
字
版
の
研
究
」
の
分
類
に
よ
る
）
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
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（
旧
）
九
州
大
学
本
の
絵
画
部
分
は
、
統
一
さ
れ
た
寸
法
の
料
紙
を
使
用
し
て
い
る
。

（
肥
）
九
州
大
学
本
の
制
作
背
景
は
、
注
７
の
田
村
隆
氏
の
紹
介
に
よ
る
と
、
肥
後
熊
本
藩
の
支
藩
宇
土
細
川
家
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）
資
料
館
本
に
示
さ
れ
た
住
空
間
表
現
の
多
様
化
、
近
世
的
な
様
相
の
投
影
は
、
江
戸
前
期
の
物
語
絵
巻
の
特
徴
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
石
山
寺
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
他
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
お
い
て
も
、
近
世

る
。
俊
蔭
を
し
ば
し
ば
「
年
影
」
と
表
記
す
る
点
も
古
活
字
版
第
一
種
と
共
通
す
る
。
第
一
種
本
に
よ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
絵
巻
と
し

て
は
、
他
に
天
理
図
書
館
旧
久
原
文
庫
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
通
常
展
示
物
語
そ
し
て
歴
史
」
（
二
○
二

年
一
月
二
十
四
日
～
三
月
十
一
日
）
の
展
示
解
説
か
ら
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
）

（
９
）
箱
書
に
は
伝
八
条
宮
智
仁
親
王
筆
と
あ
る
が
、
伝
承
の
範
囲
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
承
の
範
囲
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅲ
）
「
日
本
建
築
史
図
集
』
（
新
訂
第
二
版
）
（
彰
国
社
、
二
○
○
七
年
）
等
が
至
便
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
「
豪
華
源
氏
絵
の
世
界
源
氏
物
語
」
学
習
研
究
社
、
一
九
九
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
胆
）
「
国
文
学
研
究
資
料
館
通
常
展
示
物
語
そ
し
て
歴
史
記
念
講
演
会
」
（
於
率
国
文
学
研
究
資
料
館
大
会
議
室
、
二
○
二
年
一
月

二
十
四
日
）
に
お
け
る
田
村
隆
氏
の
講
演
に
詳
し
い
。

（
旧
）
今
倉
智
美
・
波
多
野
純
「
唐
紙
障
子
の
成
立
と
文
様
の
意
味
」
『
研
究
報
告
集
Ⅱ
建
築
計
画
・
都
市
計
画
・
農
村
計
画
・
建
築
経

済
・
建
築
歴
史
・
意
匠
』
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
、
二
○
○
六
年
。

（
Ｍ
）
絵
巻
物
に
は
、
「
連
続
式
」
と
「
段
落
式
」
の
定
義
が
あ
り
、
連
続
式
に
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
、
段
落
式
に
国
宝
「
源
氏
物
語
絵

巻
」
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
秋
山
光
和
『
日
本
絵
巻
物
の
研
究
上
・
下
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
○
○
○
年
等
。
資
料
館

本
は
連
続
式
、
九
州
大
学
本
は
段
落
式
に
分
類
が
で
き
る
。
ま
た
、
九
州
大
学
本
の
絵
画
は
統
一
さ
れ
た
料
紙
を
使
用
し
て
お
り
、

そ
の
表
現
は
冊
子
絵
に
近
い
。
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的
な
書
院
造
の
表
現
が
強
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
後
期
に
な
る
と
、
復
古
大
和
絵
の
隆
盛
か
ら
、
歴
史
考
証
に
基
づ
い
た
復
古

的
な
建
築
表
現
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
江
戸
前
期
に
お
い
て
も
、
歴
史
的
な
考
証
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
や

ま
と
絵
画
派
で
あ
る
土
佐
派
や
住
吉
派
で
は
、
部
分
的
に
寝
殿
造
の
考
証
が
試
み
ら
れ
た
（
注
１
を
参
照
）
。
し
か
し
土
佐
派
や
住

吉
派
の
絵
に
お
い
て
も
復
古
的
な
要
素
と
近
世
的
な
要
素
が
混
在
し
た
。
総
合
的
に
は
、
江
戸
前
期
は
、
描
か
れ
た
住
空
間
表
現
が

多
様
化
し
た
時
期
と
い
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

「
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
場
面
一
覧
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俊
蔭
と
仙
人
が
琴
を
弾
い
て
い
る
と
仏
が
現
れ
る
。
俊
蔭
は
、
七
番
目
の
仙
人
の
子
孫
を
三
代
目
の
孫

に
得
る
と
予
言
を
つ
げ
ら
れ
る
。

花
園
か
ら
西
を
目
指
す
と
大
き
な
河
が
あ
り
、
険
し
い
山
が
七
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
七
人
の
仙
人
が
住
ん
で

い
た
。

三
年
目
の
春
、
西
の
花
園
に
移
っ
て
、
音
色
の
優
れ
て
い
る
二
つ
の
琴
を
弾
い
て
い
る
と
、
大
空
か
ら

紫
の
雲
に
乗
っ
た
天
人
が
降
り
て
き
た
。

俊
蔭
は
険
し
い
山
に
辿
り
着
く
と
、
桐
の
大
木
を
切
り
、
細
工
を
し
て
い
る
者
た
ち
と
会
い
、
父
母
に

聞
か
せ
る
琴
を
作
る
木
を
分
け
て
ほ
し
い
と
頼
む
。

俊
蔭
の
乗
っ
た
遣
唐
使
船
は
暴
風
に
あ
い
、
波
斯
国
に
漂
着
し
た
。
栴
檀
の
木
の
蔭
で
、
七
弦
琴
を
弾

く
三
人
と
出
会
う
。

容
姿
が
美
し
く
才
学
の
優
れ
た
俊
蔭
は
、
遣
唐
使
船
の
使
い
に
任
命
さ
れ
る
。
父
母
の
悲
嘆
は
限
り
な

い
○

資
料
館
本

● ●

九
州
大
学
本
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子
は
、
山
深
い
所
の
大
き
な
杉
の
下
に
う
つ
ほ
を
み
つ
け
る
。
恐
ろ
し
い
熊
が
住
ん
で
い
た
が
、
母
思

い
の
話
に
熊
は
情
愛
を
悟
り
う
つ
ほ
を
譲
っ
た
。

子
が
五
歳
に
な
る
と
嘔
は
亡
く
な
っ
た
。
母
子
は
食
べ
る
も
の
が
な
く
な
り
、
子
は
、
川
か
ら
魚
を

釣
っ
て
、
母
親
に
食
べ
さ
せ
る
。

俊
蔭
女
・
子
・
躯
が
裁
縫
を
し
て
い
る
。
蝿
の
瑞
夢
の
話
か
。

俊
蔭
女
は
若
小
君
の
子
を
懐
妊
を
し
、
老
女
は
万
端
に
あ
れ
こ
れ
と
用
意
を
す
る
。
６
月
６
日
に
俊
蔭

女
が
男
児
を
出
産
し
た
。

太
政
大
臣
の
邸
、
若
小
君
が
行
方
不
明
と
な
り
大
騒
ぎ
。
兄
は
叱
ら
れ
、
舎
人
や
雑
役
の
下
男
も
折
橘

さ
れ
る
。

若
小
君
は
俊
蔭
女
邸
を
秋
の
夕
暮
れ
に
訪
れ
る
。
中
で
は
女
が
琴
を
弾
い
て
い
る
。
若
小
君
は
女
君
に

素
性
を
訪
ね
る
。

俊
蔭
亡
き
後
、
女
は
、
寝
殿
が
一
つ
、
實
子
も
朽
ち
て
な
く
な
っ
た
状
態
で
住
ん
で
い
た
。
亡
き

が
使
っ
て
い
た
下
女
の
老
女
を
使
っ
て
い
た
。

乳
母

女
十
五
歳
の
時
に
、
母
が
亡
く
な
り
、
父
・
俊
蔭
も
病
と
な
る
。
な
ん
風
・
は
し
風
、
二
つ
の
秘
琴
を

託
す
。

俊
蔭
は
官
位
を
返
上
し
、
三
条
の
末
、
京
極
の
大
路
あ
た
り
に
、
広
大
で
風
流
な
邸
を
造
っ
て
、
女
に

秘
琴
を
習
得
さ
せ
る
。

俊
蔭
は
三
十
九
歳
で
日
本
に
帰
国
す
る
。
帝
・
皇
后
・
東
宮
・
東
宮
の
女
御
・
右
大
臣
・
左
大
臣
に
、
｜

持
ち
帰
っ
た
琴
を
献
上
す
る
。

日
本
へ
帰
ろ
う
と
す
る
俊
蔭
は
、
波
斯
国
の
帝
と
后
と
皇
太
子
に
琴
を
献
上
す
る
。

● ● ● ● ● ● ●
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兼
雅
邸
で
の
相
撲
の
還
饗
に
お
い
て
、
左
大
将
の
娘
を
褒
美
に
仲
忠
が
琴
を
弾
く
。
源
仲
頼
と
良
岑
行

政
も
琴
を
調
べ
合
わ
せ
る
。

仲
忠
が
五
節
の
舞
の
夜
に
、
帝
の
御
前
で
、
せ
た
風
を
弾
き
鳴
ら
す
。
人
々
、
涙
を
落
と
し
て
心
か
ら

感
動
す
る
（
仲
忠
が
琴
を
弾
く
前
の
回
想
か
）
。

八
月
二
十
二
日
、
兼
雅
邸
で
相
撲
の
還
饗
。
御
前
に
砂
子
を
ま
か
せ
、
前
栽
を
植
え
さ
せ
、
寝
殿
の
南

の
廟
に
座
席
を
し
つ
ら
う
。

三
条
堀
川
の
邸
に
い
る
右
大
将
、
俊
蔭
娘
、
仲
忠
。
年
配
の
女
房
二
十
人
ば
か
り
、
下
仕
え
な
ど
大
勢

集
め
て
仕
え
さ
せ
る
。

子
供
が
十
六
に
な
っ
た
年
、
元
服
を
し
て
仲
忠
と
名
を
つ
け
た
。
従
五
位
を
賜
り
、
昇
殿
さ
せ
、
帝
も

東
宮
も
常
に
そ
ば
近
く
に
置
い
た
。

母
子
は
、
山
を
降
り
る
。
明
け
方
に
三
条
の
大
路
よ
り
は
北
、
堀
川
よ
り
は
西
に
あ
る
邸
に
着
い
た
。

右
大
将
は
、
女
に
住
ま
い
を
用
意
し
た
の
で
、
子
供
の
将
来
の
た
め
に
も
、
京
へ
戻
る
よ
う
に
説
得
す
る
。

右
大
将
は
、
子
に
山
を
出
て
京
へ
行
く
こ
と
を
勧
め
、
そ
れ
を
母
に
伝
え
る
。
猿
が
六
、
七
匹
連
れ
立
っ

て
、
山
の
植
物
を
持
っ
て
く
る
。

帝
が
北
野
社
に
行
幸
す
る
日
に
、
右
大
将
（
若

は
子
に
身
の
上
の
事
情
を
聞
く
。

、4
君
）
が
琴
の
音
を
聞
い
て
、
進
ん
で
い
く
。
右
大
将

東
国
か
ら
四
、
五
百
人
の
武
士
達
が
き
て
、
山
を
荒
ら
し
た
。
父
の
遺
言
を
思
い
だ
し
て
、
な
ん
風
の
琴

を
か
き
鳴
ら
す
と
山
は
静
か
に
な
っ
た
。

う
つ
ほ
の
周
り
を
掃
く
と
泉
が
湧
い
た
。
母
は
子
に
琴
を
教
え
る
。
熊
・
狼
・
猿
が
琴
の
音
に
感
激
し

て
木
の
実
を
持
っ
て
く
る
。
（
資
料
館
本
に
琴
は
描
か
れ
な
い
）

● ● ● ● ●
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